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第32回高知女子大学看護学会が､ 去る平成





ンする～』 で､ 午前中の講演会では､ 日本看
護協会会長の久常節子先生を講師としてお招
きし､ 看護専門職として如何に看護をデザイ
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〈学術交流会: 午後13:30～15:30〉
今回は本学会の新しい試みとして､ 午後に
学術交流会を企画した｡ 現在話題となってい
る診療報酬の改定に伴う対応をいかに行なう
か､ 地域医療連携をどのように考えて行くの
か､ あるいは個々のスタッフの生きがいに繋
がるキャリアをどのようにデザインして行く
のか､ また臨床の場でのケアをどのように考
えて行くのか､ 参加者の皆様と議論し､ 活発
な意見交換の場となった｡
学術交流会１：診療報酬改正の対応策をデザ
インする
コーディネーター：粕田孝行 氏
(高知女子大学看護学部教授)
学術交流会２:地域医療連携をデザインする
コーディネーター：梶本市子 氏
(高知医療センター看護局長)
学術交流会３：なりたい自分に繋がるキャリ
アをデザインする
コーディネーター：久保田聡美 氏
(高知女子大学健康生活科学研究科､
産業カウンセラー)
学術交流会４：患者さんの個別性を尊重した
ケアをデザインする
コーディネーター：中野綾美 氏
(高知女子大学看護学部教授)
〈茶話会: 午後16:00～17:30〉
カフェテリアにて､ 卒業生および修了生に
よる茶話会が､ お菓子とお茶を飲みながら､
和やかな雰囲気の中行われた｡ 参加者からは､
持ち時間１分で､ 近況報告や学会への期待な
どがユーモアたっぷりに報告され､ 50期も異
なる同窓生同士が和気あいあいと交流した｡
以上
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